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’執筆者紹介（掲載順）
’
西村美絵子 近畿大学非常勤講師
菅野瑞治也 関西大学大学院博士課程在学中
河合良三 関西大学大学院博士課程在学中
山下 筆 関西大学教授
塩見浩司 関西大学大学院博士課程在学中
渡辺有而 関西大学教授
杉谷眞佐子 関西大学助教授
志田 章 関西大学大学院博士課程在学中
谷本美枝子 関西大学大学院博士課程前期課程修了
’
｜
’
関西大学独逸文学会行事記録
(昭和61年4月～昭和62年3月） 合
○昭和61年7月13日昭和67年度総会および第61回研究発表会
総会議事
1）会長挨拶･…………･…･……･………･…．．……………･･山下肇氏
2）編集報告……･……………･･…………･…………･……･渡辺有而氏
3）会計報告……･…………………･･………………………杉谷眞佐子氏
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報告及び研究発表
1）国際ヘッセ・コロキウム（於カルフ）について……藤井啓行氏
2）テクスト分析とテクスト言語字……･…･………･……菅谷泰行氏
3)DidaktischeUberlegungenzumKyoyobu-Unterricht
．………･…………………･………JtirgenWichmann(高知大学）
出席者32名
○昭和61年12月14日第62回研究発表会
会長挨拶…．．…………………………･…………………山下 肇氏
g
研究発表
1）ジョージ・グロッスとベルリン・ダダ･…………･…･宇佐美幸彦氏
2)DeutscheReiseberichtevonl900bisl945zuJapan
-ZurFunktionvonReiseliteratur
．…･……．．…･……………………………･Dr.DetlefSchauwecker
出席者30名
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その他
○戦後西ドイツ・ヴィデオ映画鑑賞会（昭和61年11月19日）
P・シャモニ監督「哀愁のトロイメライ」(Friihlingssinfonie)
1982年西ドイツ／東ドイツ合作 出席者49名
訂正と追加
前号の行事記録中の，昭和60年度総会(6月30日）の会長挨拶は小川悟
氏が代行されました。また， 同日の第59回研究発表会では藤井啓行氏が
「森鴎外のドイツ体験」と題して帰朝報告をされました．以上2点を訂正
・追加すると共に，当方の不手際を両先生に深くおわび申し上げます．
（編集委員会）
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昭和61年度修士論文題目
??
??
文法カテゴリーとレファレンスについて
,,KleinundWagneri@と "DerSteppenwolf($の
比較考察一女性像の役割を中心に一
????
I
昭和61年度卒業論文題目
秋山朋子 ゴットフリート・ケラーのリアリズムについて
－｢村のロメオとユリア」を中心に
グリムにおける母元型の心理学的考察
,,DieLeidendasjungenWerther3に於ける「情
熱の悲劇」
序文と「水晶」
軽文化文士ケストナーと「ファービァン」
グリム童話の動物婿話について
－日本昔話と比較して－
グリムのKinder-undHausmarchenでみるメール
ヒェン(Marchen)の表現的特徴と契約のモティーフ
について
「たくらみと恋」－愛と自由の市民悲劇
ル・フォール文学に於ける女性
ヨーゼフ。Kの罪とは何か
へルマン・ヘッセの「ナルチスとゴルトムント」にお
ける母について
カフカの父親コンプレックスと葛藤一「判決」を中
心に
「若きヴェルターの悩み」について
－社会学的視点からの考察
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ハインリヒ・フォン・クライストの「ミヒャエル・コ
ールハース」における「劇的なもの」について
KindermarchenとしてのGrimm-Marchen
いわゆる擬人法について
-AnnaSeghersを手がかりに－
ヘッセの「クヌルプ」における放浪についての考察
ゲーテの「若きヴェルターの悩み」における自然と愛
と社会
フランツ・カフカの「変身」における諸考察
ヴェルターの死をめぐって
Dativについて
PaulHeyseの「朧の理論」について
グリム童話における継母の魔女性と子供の関係
「ニーベルンゲンの歌」－悲劇とその意味について
グリム童話における動物
へルマン・ヘッセの「デミアン」について
－この作品にみる新しい価値観一
E.T､A.ホフマン「砂男」の作品分析
テオドア・シュトルムの「水に沈む」について
「ブランビラ王女」における幻想性と現実性の関連に
ついて
カフカ「恋身」における家族の問題
E・T.A.ホフマンの「悪魔の霊液」における構造と
象徴的モチーフについて
作品,,Gertrud"にみる幸福の意義
シャミッソー「ペーター・シュレミールの不思議な物
語」における影が意味するもの
坂口美佐子
佐治斗希子
鈴木真由美
弓
瀬藤麻季
平 あけみ
竹下
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土居
道正田
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グレゴーリウス考一ハルトマン・フォン・アウエの
現世否定を中心に－
主としてSoziolinguistikから見た二言語併用
(Bilingualismus)について
「若きヴェルテルの悩み」における自然観と愛につい
て
ゴットフリート ・ケラーの「小猫シュピーゲル」
－作品の意図についての一考察一
「危機に充ちた子供と教育｣一｢車輪の下」より－
グリム童話一「ヘンゼルとグレーテル」「手なし
娘｣－における女性の成長
一日本昔話と比較しつつ－
E.T､A.ホフマンにおける二重性について
Ausklammerung-その用法と実例一
ファービアンとケストナー(FabianundKastner)
ゲーテ「ファウスト」グレートヒェン悲劇について
FranzKafka:"Verwandlung(@の家族システム論
的作品解釈
宮脇和恵
目良淳司
森本泰子
藪前由紀
「
門加世子
田厚子
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｢独逸文学」32号執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆希望者は，昭和62年6月30日までに編集委員会に申し出ること．
論文の場合はその要旨（レポート用紙1枚以内，横書）を，論文題目，
口頭発表の有無および日本文・ドイツ文の別を記したものとともに，書
評・紹介はその題目と簡単な内容説明を付記して，昭和62年9月30日ま
でに編集委員会に送付のこと．
2． 原稿について
i)日本文の場合，論文は本文・注を合計し,400字詰横書原稿用紙40
枚，別に500語程度のドイツ文のレジュメを添えること．書評・紹介は
同上用紙20枚，レジュメは不要．
ii)ドイツ文の場合，本文・注を合計し, 5000語（タイプ印書）程度，
レジュメは不要．
いずれも完全原稿を昭和62年11月30日までに，編集委員会に送付．そ
の際，題目と氏名を日本文・ ドイツ文で別紙に，記したものを添えるこ
と．
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り日厳守のこと．なお，
執筆申し込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求の上， これにしたがっ
て完全原稿を提出のこと．
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用有無については編集委員会へ一任
のこと．
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